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  （百万円未満切捨て）

１．平成29年３月期第２四半期の連結業績（平成28年４月１日～平成28年９月30日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 

  営業収益 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する 

四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

29年３月期第２四半期 68,545 △3.7 11,329 △7.8 9,790 △7.0 6,286 9.2 

28年３月期第２四半期 71,168 △4.3 12,288 △7.4 10,521 △5.6 5,756 △17.3 
 
（注）包括利益 29年３月期第２四半期 1,143 百万円 （△81.8％）  28年３月期第２四半期 6,300 百万円 （△22.3％） 
 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

29年３月期第２四半期 19.10 - 

28年３月期第２四半期 17.49 - 

 

（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 

  百万円 百万円 ％ 

29年３月期第２四半期 1,012,184 249,100 20.1 

28年３月期 1,033,557 251,905 19.9 
 
（参考）自己資本 29年３月期第２四半期 203,220 百万円   28年３月期 206,034 百万円 

 

２．配当の状況 

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

28年３月期 － 8.00 － 9.00 17.00 

29年３月期 － 9.00       

29年３月期（予想）     － 9.00 18.00 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無 

 

３．平成29年３月期の連結業績予想（平成28年４月１日～平成29年３月31日） 

  （％表示は、対前期増減率）
 

  営業収益 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 190,000 3.8 31,000 △17.9 28,000 △17.2 17,000 2.7 51.65 

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無 

 
 



※  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無 

新規  －社  （社名）                 除外  －社  （社名） 

 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無 

 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無 

②  ①以外の会計方針の変更                      ：有 

③  会計上の見積りの変更                        ：無 

④  修正再表示                                  ：無 

（注）詳細は、添付資料Ｐ８「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表

示」をご覧ください。 
 

（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 29年３月期２Ｑ 329,120,000 株 28年３月期 329,120,000 株 

②  期末自己株式数 29年３月期２Ｑ 77 株 28年３月期 77 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 29年３月期２Ｑ 329,119,923 株 28年３月期２Ｑ 329,120,000 株 

 
 

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続きは終了しております。 
 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合理的であると判断する一定の前提に基

づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があ

ります。業績予想の前提となる条件および業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料Ｐ７「１．当四半期決算に関す

る定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、弱さもみられますが、緩やかな回復基調が続いております。

先行きについては、雇用・所得環境の改善傾向が続く中で、各種政策の効果もあり、緩やかに回復していくことが

期待されます。一方、海外経済で弱さが見られており、中国を始めとするアジア新興国や資源国等の景気が下振れ

し、我が国の景気が下押しされるリスクがあります。また、英国のＥＵ離脱問題など、海外情勢の不確実性の高ま

りや金融資本市場の変動の影響に留意する必要があります。 

 賃貸オフィス市場においては、空室率の改善傾向が続くとともに、賃料相場も一部には上昇が見られました。マ

ンション分譲市場においては、地価の上昇や建築コストの高止まり等に伴う販売価格の上昇が続く中で、都心部の

物件を中心に需要は堅調であるものの、郊外においては販売が長期化する物件も見られました。 

 こうした事業環境の中、当第２四半期連結累計期間における経営成績については、営業収益は68,545百万円（前

年同期比2,623百万円減、3.7%減）、営業利益は11,329百万円（前年同期比958百万円減、7.8%減）、経常利益は

9,790百万円（前年同期比731百万円減、7.0%減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は6,286百万円（前年同期

比529百万円増、9.2%増）となりました。

 

 なお、第１四半期連結会計期間より報告セグメントの区分を変更しております。本文において各事業の営業収益

は、セグメント間の内部営業収益または振替高を含んだ数値を記載しております。 

（単位：百万円）

セグメントの名称

前第２四半期連結累計期間 

（自 平成27年４月１日 

至 平成27年９月30日） 

当第２四半期連結累計期間 

（自 平成28年４月１日 

至 平成28年９月30日） 

 オフィス・商業事業 43,494 41,615

 住宅事業 22,093 19,215

 報告セグメント計 65,587 60,831

 その他 8,520 10,565

 消去 △2,939 △2,851

合計 71,168 68,545 

（注）１．本表の金額には、消費税等は含まれておりません。また、各セグメントの営業収益にはセグメント間の

内部営業収益または振替高が含まれております。

   ２．「消去」は、各セグメント間において重複している内部営業収益または振替高を指しております。

   ３．前第２四半期連結累計期間の業績については、第１四半期連結会計期間より変更したセグメント区分に

組替えております。
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① オフィス・商業事業

 当第２四半期連結累計期間におけるオフィス・商業事業については、Two Oliver Street（米国ボストン

市）、アーバンネット日本橋二丁目ビル（東京都中央区）、アーバンネット銀座一丁目ビル（東京都中央区）等

の前連結会計年度に取得・竣工した物件や、既存物件の空室率改善等による収益の確保に取り組んでまいりまし

た。 

 営業収益は、新規物件による増加や既存物件の空室率改善に伴う賃料収入が増加した一方、物件売却収入の

減、および前連結会計年度の物件売却による逸失収益の影響により、前年同期に比べ1,878百万円減少し、

41,615百万円（前年同期比4.3％減）となりました。営業利益は主に品川シーズンテラス（東京都港区）等の既

存ビルの収支改善により1,912百万円増加し、12,323百万円（前年同期比18.4％増）となりました。 

 なお、現在進行中の開発案件としては、大手町二丁目地区第一種市街地再開発事業Ａ棟（東京都千代田区）、

（仮称）新橋一丁目プロジェクト（東京都港区）、（仮称）ユニバーサルシティ駅前プロジェクト（大阪府大阪

市）等があります。 

 

オフィス・商業事業における営業収益等の状況については、以下のとおりです。なお、各数値は連結の数値

を記載しております。 

区分 前第２四半期連結累計期間 当第２四半期連結累計期間

オフィス・商業賃貸

営業収益 41,352百万円 41,387百万円 

貸付可能面積
1,214,213㎡ 1,136,792㎡ 

(うち、転貸 65,967㎡) (うち、転貸 99,140㎡) 

収益不動産売却 営業収益 1,955百万円 －

その他 営業収益 186百万円 228百万円 

営業収益合計 43,494百万円 41,615百万円 

（注）１．貸付可能面積は、９月末日時点の数値です。

   ２．転貸による貸付可能面積には、当社および連結子会社間の契約による転貸は含まれておりません。

  ３．前第２四半期連結累計期間の業績については、第１四半期連結会計期間より変更したセグメント区分

に組替えております。

 

 

また、当社グループの四半期ごとの空室率の状況は、以下のとおりです。

 

区分 平成27年９月 平成27年12月 平成28年３月 平成28年６月 平成28年９月

都心５区 10.8％ 9.2％ 6.3％ 4.2％ 3.9％

全国  8.7％ 7.5％ 5.7％ 4.8％ 4.5％

（注）１．空室率は、各月末日時点の数値です。 

   ２．「都心５区」とは、千代田区、中央区、港区、渋谷区および新宿区を指しております。

 

② 住宅事業

 住宅事業については、住宅分譲事業において、新たに竣工した物件を中心に296戸の引渡しを行いました。ま

た、当第２四半期連結累計期間は郊外物件中心の引渡しであったことなどから、戸当たり平均単価は39百万円と

なりました。 

 以上の結果、当第２四半期連結累計期間における住宅事業の営業収益は2,878百万円減少し、19,215百万円

（前年同期比13.0％減）となりました。営業利益は2,834百万円減少し、1,258百万円（前年同期比69.3％減）と

なりました。 

 なお、当第２四半期連結会計期間には、イクシクス麻布十番（東京都港区）、ウエリス門真南（大阪府門真

市）等の販売を開始いたしました。
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 住宅事業における営業収益の状況は、以下のとおりです。なお、各数値は連結の数値を記載しております。

（単位：百万円）

区分 前第２四半期連結累計期間 当第２四半期連結累計期間

住宅分譲 20,625 18,325 

住宅賃貸 1,468 889 

その他 － －

営業収益合計 22,093 19,215

（注）前第２四半期連結累計期間の業績については、第１四半期連結会計期間より変更したセグメント区分に組

替えております。

 

 住宅事業における、住宅分譲の種類別・地域別の営業収益等の状況は、以下のとおりです。 

 区分

前第２四半期連結累計期間 当第２四半期連結累計期間

戸数・区画数
営業収益

（百万円）
戸数・区画数

営業収益

（百万円）

分譲マンション        

 
引渡戸数

首都圏 352 15,707 232 11,845

その他の地域 80 4,154 64 4,514

完成在庫 271 ― 506 ―

宅地分譲等        

 
引渡数

首都圏 1 151 40 1,292

その他の地域 30 611 37 673

完成在庫 51 ― 70 ―

分譲マンション／宅地分譲等合計        

 
引渡数

首都圏 353 15,859 272 13,138

その他の地域 110 4,766 101 5,187

完成在庫 323 ― 576 ―

住宅分譲その他        

 
引渡数

首都圏 ― ― ― ―

その他の地域 ― ― ― ―

完成在庫 ― ― ― ―

営業収益合計 ― 20,625 ― 18,325

（注）１．共同事業物件については、当社事業割合に応じた戸数を記載し、小数点以下は切捨てで表示しており

ます。

２．完成在庫は、９月末日時点の数値です。分譲マンションの完成在庫には、契約済未引渡しの物件が、

前第２四半期連結累計期間は30戸、当第２四半期連結累計期間は58戸含まれており、宅地分譲等の完

成在庫には、契約済未引渡しの物件が、前第２四半期連結累計期間は39区画、当第２四半期連結累計

期間は27区画含まれております。

３．宅地分譲等の引渡数のうち、前第２四半期連結累計期間は１件（151百万円）が土地の一括売却による

ものです。

４．「首都圏」とは、東京都、神奈川県、千葉県、埼玉県、茨城県、群馬県および栃木県を指しておりま

す。
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③ その他

 当第２四半期連結累計期間におけるその他の事業については、営業収益は10,565百万円（前年同期比2,044百

万円増、24.0％増）、営業利益は861百万円（前年同期比246百万円増、40.1％増）となりました。
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（２）財政状態に関する説明

① 連結貸借対照表の状況

（資産の状況） 

 当第２四半期末の総資産は1,012,184百万円となり、平成28年３月期末比では21,373百万円減少いたしまし

た。 

 流動資産については、168,747百万円となり、平成28年３月期末比では9,363百万円減少いたしました。これ

は、主に分譲マンション販売に係る受取手形及び営業未収入金が4,347百万円、たな卸資産（販売用不動産およ

び仕掛販売用不動産）が3,954百万円それぞれ減少したことによるものです。 

 固定資産は843,437百万円となり、平成28年３月期末比では12,009百万円減少いたしました。これは、主に新

規開発物件等への投資に伴い5,911百万円の資産を取得した一方、減価償却（△8,189百万円）、為替影響

（△6,484百万円）等により有形固定資産が減少したことによるものです。 

 

（負債の状況） 

 当第２四半期末の負債は763,084百万円となり、平成28年３月期末比では18,567百万円減少いたしました。こ

れは有利子負債（当第2四半期末残高542,172百万円）が3,849百万円減少したことや、「流動負債（その他）」

および「固定負債（その他）」に含まれる建設工事代金等の未払金が17,308百万円減少したことなどによるもの

です。 

 なお、現金及び現金同等物等を控除したネット有利子負債は525,289百万円となり、平成28年３月期末比で

4,564百万円減少しております。 

 

（純資産の状況） 

 当第2四半期末の純資産は249,100百万円となり、平成28年３月期末比では2,805百万円減少いたしました。こ

れは、株主資本の増加（3,323百万円）、非支配株主持分の増加（8百万円）の一方、その他の包括利益累計額の

減少（6,137百万円）によるものです。 

 

② 連結キャッシュ・フローの状況

 当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、以下のとおりです。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

 営業活動によるキャッシュ・フローは、17,114百万円のキャッシュイン（前年同期12,441百万円のキャッシュ

アウトに比べ29,556百万円増加）となりました。これは、税金等調整前四半期純利益および減価償却に伴うキャ

ッシュインが18,888百万円（前年同期比1,930百万円の減少）となり、たな卸資産の増加によるキャッシュアウ

ト1,032百万円（前年同期比17,093百万円の縮小）、売上債権の減少によるキャッシュイン4,345百万円（前年同

期は4,410百万円のキャッシュアウトに比べ8,756百万円増加）等があったことによるものです。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

 投資活動によるキャッシュ・フローは、14,987百万円のキャッシュアウト（前年同期比3,586百万円の縮小）

となりました。これは、有形固定資産の取得に伴うキャッシュアウト15,387百万円（前年同期比7,808百万円の

縮小）等があったことによるものです。

 

（フリー・キャッシュ・フロー）

 フリー・キャッシュ・フローは、2,127百万円のキャッシュイン（前年同期31,014百万円のキャッシュアウト

に比べ33,142百万円増加）となりました。

 当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、以下のとおりです。

 

（注）フリー・キャッシュ・フローの算定式は、以下のとおりです。

  「フリー・キャッシュ・フロー ＝

    （営業活動によるキャッシュ・フロー）＋（投資活動によるキャッシュ・フロー）」

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動によるキャッシュ・フローは、1,236百万円のキャッシュアウト（前年同期32,614百万円のキャッシ

ュインに比べ33,851百万円減少）となりました。これは、長期借入金の返済（23,600百万円）、社債の償還

（20,000百万円）および配当金の支払（2,961百万円）に対応するため、資金調達（長期借入金17,000百万円、

短期借入金29,285百万円）を実施したことなどによるものです。

 

この結果、当第２四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べ615百万円

増加し、16,722百万円となりました。
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 当第２四半期連結累計期間における業績は、概ね順調に推移しており、平成28年５月11日に発表した連結業績予

想の変更はありません。 

 

 平成29年３月期の連結業績予想は以下のとおりです。 

 

 平成29年３月期 連結業績の見通し 

                          （単位：百万円） 

項目 通期

営業収益 190,000

営業利益 31,000

経常利益 28,000

親会社株主に帰属する当期純利益 17,000

 

 なお、第１四半期連結会計期間より、セグメント区分について変更しております。変更後の各セグメントの業績

の見通しは以下の通りです。 

 平成29年３月期 連結セグメント業績の見通し 

                          （単位：百万円） 

項目 通期

 営業収益 190,000

 オフィス・商業事業 109,000 

 住宅事業 67,000

 その他 18,000

 消去 △4,000

 営業利益 31,000

 オフィス・商業事業 29,500

 住宅事業 6,500

 その他 1,500

 消去または全社 △6,500

 

 オフィス・商業市場においては、空室率の改善傾向が続くとともに、賃料相場も一部には上昇が見られておりま

す。当社としては、従来型の長期保有を前提とした開発から販売型の開発への比重を高めるとともに、他社とのコ

ラボレーション、商業・住宅事業などの複合開発および地域再開発事業への参画などの取り組みを通じ、開発力を

高め、収益の向上に努めてまいります。 

 マンション分譲市場は、地価の上昇や建築コストの高止まり等に伴う販売価格の上昇が続く中で、都心部の物件

を中心に需要は堅調であるものの、郊外においては販売が長期化する物件も見られました。当社としては、商品付

加価値の向上、コスト削減に努め利益の確保に取り組んでまいります。 

 

（注）本項における将来に関する事項は、本資料の発表日現在において当社グループが判断したものです。 
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

 該当事項はありません。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

  （会計方針の変更）

（有形固定資産の減価償却方法・耐用年数の変更） 

 従来、当社及び国内連結子会社は、有形固定資産の減価償却方法について主として定率法を採用しておりまし

たが、第１四半期連結会計期間より、定額法に変更しております。 

 当社グループは、当社グループを取り巻く環境の変化に対応し、「「中期ビジョン2018」の修正について」で

各事業の戦略を見直しており、都心オフィス事業を始めとした今後の開発パイプラインへの投資及び既存の旗艦

ビルへの戦略的リニューアル投資を推進することで、オフィスビルの稼働率がより安定的に推移するものと考え

ております。

 その結果、今後は有形固定資産の安定的な使用が見込まれることから、減価償却方法は定額法がより望ましい

と考え、変更を実施いたしました。

 また、当社及び主要な国内連結子会社は、第１四半期連結会計期間より使用実態に基づき一部の有形固定資産

について耐用年数の見直しを行っております。

 これにより、従来の方法に比べ、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純

利益が1,190百万円増加しております。

 なお、この変更がセグメント情報に与える影響は、当該箇所に記載しております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成28年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 14,846 15,553 

受取手形及び営業未収入金 9,170 4,822 

販売用不動産 41,736 39,173 

仕掛販売用不動産 99,374 97,983 

未成工事支出金 248 352 

原材料及び貯蔵品 58 45 

リース投資資産 2,224 2,150 

預け金 1,360 1,328 

繰延税金資産 425 458 

その他 8,665 6,878 

貸倒引当金 △0 △0 

流動資産合計 178,110 168,747 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物 617,052 614,234 

減価償却累計額 △337,594 △343,055 

建物及び構築物（純額） 279,458 271,179 

機械装置及び運搬具 11,902 11,795 

減価償却累計額 △10,345 △10,372 

機械装置及び運搬具（純額） 1,557 1,423 

土地 494,722 494,137 

リース資産 315 210 

減価償却累計額 △222 △138 

リース資産（純額） 92 72 

建設仮勘定 3,604 3,938 

その他 13,675 13,631 

減価償却累計額 △11,216 △11,307 

その他（純額） 2,459 2,324 

有形固定資産合計 781,895 773,075 

無形固定資産 25,994 25,292 

投資その他の資産    

投資有価証券 24,311 21,830 

長期前払費用 15,072 14,733 

退職給付に係る資産 147 169 

繰延税金資産 556 498 

その他 7,468 7,837 

投資その他の資産合計 47,557 45,068 

固定資産合計 855,447 843,437 

資産合計 1,033,557 1,012,184 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成28年９月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び営業未払金 9,182 4,392 

短期借入金 6,530 34,979 

リース債務 40 32 

1年内返済予定の長期借入金 36,775 39,997 

1年内償還予定の社債 19,999 － 

未払法人税等 1,064 2,658 

繰延税金負債 380 257 

その他 41,488 43,542 

流動負債合計 115,462 125,859 

固定負債    

社債 110,975 110,978 

長期借入金 371,739 356,217 

リース債務 87 63 

受入敷金保証金 69,424 72,277 

負ののれん 22,951 21,994 

繰延税金負債 58,658 58,296 

役員退職慰労引当金 27 28 

退職給付に係る負債 8,215 8,224 

資産除去債務 2,424 2,148 

その他 21,684 6,996 

固定負債合計 666,189 637,224 

負債合計 781,651 763,084 

純資産の部    

株主資本    

資本金 48,760 48,760 

資本剰余金 31,648 31,648 

利益剰余金 118,437 121,761 

自己株式 △0 △0 

株主資本合計 198,846 202,170 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 3,003 2,756 

繰延ヘッジ損益 △9 △71 

為替換算調整勘定 5,261 △612 

退職給付に係る調整累計額 △1,066 △1,021 

その他の包括利益累計額合計 7,187 1,050 

非支配株主持分 45,871 45,879 

純資産合計 251,905 249,100 

負債純資産合計 1,033,557 1,012,184 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年９月30日) 

営業収益 71,168 68,545 

営業原価 50,793 48,215 

営業総利益 20,375 20,330 

販売費及び一般管理費 ※ 8,087 ※ 9,000 

営業利益 12,288 11,329 

営業外収益    

受取利息 7 3 

受取配当金 65 74 

負ののれん償却額 963 963 

持分法による投資利益 162 177 

その他 80 178 

営業外収益合計 1,279 1,396 

営業外費用    

支払利息 3,016 2,582 

その他 29 353 

営業外費用合計 3,045 2,935 

経常利益 10,521 9,790 

特別利益    

固定資産売却益 382 － 

特別利益合計 382 － 

特別損失    

固定資産売却損 1,707 － 

固定資産除却損 316 177 

特別損失合計 2,023 177 

税金等調整前四半期純利益 8,880 9,612 

法人税等 2,357 2,331 

四半期純利益 6,522 7,280 

非支配株主に帰属する四半期純利益 766 994 

親会社株主に帰属する四半期純利益 5,756 6,286 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年９月30日) 

四半期純利益 6,522 7,280 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △797 △246 

繰延ヘッジ損益 － △61 

為替換算調整勘定 606 △5,873 

退職給付に係る調整額 △32 45 

その他の包括利益合計 △222 △6,137 

四半期包括利益 6,300 1,143 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 5,534 148 

非支配株主に係る四半期包括利益 765 995 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益 8,880 9,612 

減価償却費 11,938 9,276 

負ののれん償却額 △963 △963 

のれん償却額 5 5 

貸倒引当金の増減額（△は減少） △13 △0 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 113 74 

受取利息及び受取配当金 △72 △77 

支払利息 3,016 2,582 

持分法による投資損益（△は益） △162 △177 

固定資産売却益 △382 - 

固定資産除却損 316 177 

固定資産売却損 1,707 - 

リース投資資産の増減額（△は増加） 77 73 

売上債権の増減額（△は増加） △4,410 4,345 

たな卸資産の増減額（△は増加） △18,125 △1,032 

仕入債務の増減額（△は減少） △4,345 △4,710 

受入敷金保証金の増減額（△は減少） 193 1,472 

その他 △4,371 △1,990 

小計 △6,598 18,669 

利息及び配当金の受取額 80 95 

利息の支払額 △3,098 △2,750 

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △2,825 1,100 

営業活動によるキャッシュ・フロー △12,441 17,114 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有形固定資産の取得による支出 △23,196 △15,387 

有形固定資産の売却による収入 5,603 - 

投資有価証券の取得による支出 △692 - 

投資有価証券の払戻による収入 501 1,594 

その他 △790 △1,194 

投資活動によるキャッシュ・フロー △18,573 △14,987 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） 51,191 29,285 

長期借入れによる収入 29,433 17,000 

長期借入金の返済による支出 △44,718 △23,600 

社債の償還による支出 - △20,000 

非支配株主からの払込みによる収入 93 - 

配当金の支払額 △2,633 △2,961 

非支配株主への配当金の支払額 △726 △942 

その他 △24 △17 

財務活動によるキャッシュ・フロー 32,614 △1,236 

現金及び現金同等物に係る換算差額 25 △275 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,625 615 

現金及び現金同等物の期首残高 20,153 16,106 

現金及び現金同等物の四半期末残高 21,779 16,722 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

セグメント情報

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自平成27年４月１日 至平成27年９月30日） 

１．報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報
 

            （単位：百万円） 

  報告セグメント 

その他 

（注）１ 
合計 

調整額 

（注）２ 

四半期連結 

損益計算書 

計上額 

（注）３ 
 

オフィ 

ス・商業事

業 

住宅事業 計 

営業収益              

外部顧客への営業収益 43,057 22,090 65,147 6,020 71,168 - 71,168 

セグメント間の内部営

業収益又は振替高 
436 3 439 2,499 2,939 △2,939 - 

計 43,494 22,093 65,587 8,520 74,108 △2,939 71,168 

セグメント利益 10,410 4,092 14,502 614 15,117 △2,829 12,288 

（注）１.「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメント及びその他の収益を獲得する 

事業活動であり、建築物等の設計、施工及び工事監理、オフィスビルの建物管理や冷暖房供給、オ

フィスビルのサービス付帯設備として飲食施設の運営等の事業を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額△2,829百万円には、セグメント間取引消去△0百万円、各報告セグメ

ントに配分していない全社費用△2,829百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメ

ントに帰属しない販売費及び一般管理費であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

 該当事項はありません。
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Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自平成28年４月１日 至平成28年９月30日） 

１．報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報
 

            （単位：百万円） 

  報告セグメント 

その他 

（注）１ 
合計 

調整額 

（注）２ 

四半期連結 

損益計算書 

計上額 

（注）３ 
 

オフィ 

ス・商業事

業 

住宅事業 計 

営業収益              

外部顧客への営業収益 41,119 19,205 60,324 8,220 68,545 － 68,545 

セグメント間の内部営

業収益又は振替高 
496 10 506 2,344 2,851 △2,851 － 

計 41,615 19,215 60,831 10,565 71,396 △2,851 68,545 

セグメント利益 12,323 1,258 13,581 861 14,442 △3,113 11,329 

（注）１.「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメント及びその他の収益を獲得する 

事業活動であり、建築物等の設計、施工及び工事監理、オフィスビルの建物管理や冷暖房供給、オ

フィスビルのサービス付帯設備として飲食施設の運営等の事業を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額△3,113百万円には、セグメント間取引消去△17百万円、各報告セグメ

ントに配分していない全社費用△3,095百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメ

ントに帰属しない販売費及び一般管理費であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

 該当事項はありません。

 

３．報告セグメントの変更等に関する事項

  （報告セグメントの変更） 

 第１四半期連結会計期間より、現状の事業環境や当社の組織形態等を踏まえ、従来の「不動産賃貸

事業」セグメント、「分譲事業」セグメントを「オフィス・商業事業」セグメント、「住宅事業」セ

グメントに名称変更しております。 

 これに伴い、「不動産賃貸事業」セグメントに区分していた賃貸住宅事業について、個人向け住宅

分譲と一体となった事業運営を行うため、「住宅事業」セグメントへ変更しております。 

 なお、前第２四半期連結累計期間のセグメント情報は、当第２四半期連結累計期間の報告セグメン

トの区分に基づき作成したものを開示しております。 

  （有形固定資産の減価償却方法・耐用年数の変更） 

 「会計方針の変更」に記載のとおり、第１四半期連結会計期間より有形固定資産の減価償却方法を

定額法に変更し、一部の有形固定資産について耐用年数の見直しを行っております。

 これにより、従来の方法に比べ、当第２四半期連結累計期間のセグメント利益が、「オフィス・商

業事業」で1,115百万円、「住宅事業」で55百万円及び「その他」で７百万円増加しております。ま

た、「調整額」に含まれる各報告セグメントに配分していない全社費用が12百万円減少しておりま

す。
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（重要な後発事象）

 該当事項はありません。
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